
（
２
）
観
光
産
業
の
振
興

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
渡
航
往
来
、
来
島
自
粛
等

の
制
限
に
よ
り
令
和
２
年
度
の
観

光
入
域
者
数
は
対
前
年
度
比
50
％

減
の
大
幅
な
落
ち
込
み
と
な
る
見

込
み
で
、
観
光
産
業
は
多
大
な
影

響
を
受
け
、
経
営
維
持
に
苦
慮
し

大
変
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
、
観
光
振
興
基
本
計
画
を
基
軸

と
し
た
施
策
を
実
施
し
つ
つ
、
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

等
に
対
応
し
た
施
策
の
実
施
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

久
米
島
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

事
業
と
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
明

確
に
し
た
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
の
ほ
か
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

の
新
た
な
誘
客
施
策
と
し
て
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
誘
客
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

ボ
ト
ム
期
の
誘
客
と
本
町
の
資

源
を
活
か
し
た
体
験
型
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
素
材
に
誘
客
・
受
け
入
れ
を

推
進
し
て
い
る
教
育
旅
行
や
Ｍ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
等
の
団
体
旅
行
施
策
に
よ
り
、

観
光
入
域
の
平
準
化
・
通
年
型
観

光
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

休
館
中
の
バ
ー
デ
ハ
ウ
ス
久
米

島
は
、
観
光
の
中
核
施
設
で
あ
り
、

民
間
提
案
制
度
を
活
用
し
、
健
全

で
安
定
し
た
管
理
・
運
営
体
制
を
整

え
、
早
期
の
再
開
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
そ
の
他
、
観
光
関
連

施
設
の
管
理
・
運
営
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
や
外
部
委
託
等

の
手
法
を
用
い
な
が
ら
、
適
正
か

つ
効
果
的
な
管
理
・
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

推
進
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

お
い
て
実
施
が
見
送
ら
れ
た
東
北

楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
春

季
キ
ャ
ン
プ
の
再
誘
致
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

野
球
を
中
心
と
し
た
ア
マ
チ
ュ
ア

ス
ポ
ー
ツ
の
合
宿
、
大
会
誘
致
に

も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

観
光
振
興
体
制
強
化
事
業
で
は
、

観
光
振
興
の
担
い
手
で
あ
る
久
米

島
町
観
光
協
会
組
織
強
化
の
支
援
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
た

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
体
制
の
構
築
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
観
光
振
興

に
よ
る
地
域
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
る
久
米
島
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
協
議

会
へ
の
支
援
に
よ
り
、
観
光
を
核

と
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
振
興
、

経
済
活
性
化
の
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
交
通
の
確
保

離
島
を
結
ぶ
航
路
は
、
住
民
生

活
や
交
流
人
口
の
拡
大
、
経
済
活

動
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

航
空
路
、
海
上
航
路
に
つ
い
て
、

県
と
連
携
し
た
「
交
通
コ
ス
ト
負

担
軽
減
事
業
」
等
を
継
続
的
に
実

施
し
て
、
町
民
負
担
の
軽
減
、
観

光
等
の
交
流
人
口
等
の
増
加
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
高
速

船
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
緊

密
に
連
携
し
て
導
入
を
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

町
民
生
活
の
重
要
な
交
通
手
段

で
あ
る
路
線
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
令

和
３
年
度
よ
り
民
間
事
業
者
へ
の

移
管
を
予
定
し
て
お
り
、
生
活
路

線
、
観
光
客
等
の
移
動
手
段
と
し

て
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向

上
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

（
１
）
学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、

変
動
の
激
し
い
21
世
紀
を
力
強
く
、

逞
し
く
生
き
抜
く
「
生
き
る
力
」
を

全
て
の
子
ど
も
達
に
育
む
こ
と
に

あ
り
ま
す
。「
生
き
る
力
」
を
育
む

と
は
、「
知
・
徳
・
体
」
調
和
の
と

れ
た
子
ど
も
の
育
成
だ
と
考
え
ま

す
。
そ
の
中
で
も
教
育
委
員
会
で

は
、
本
町
教
育
の
重
要
項
目
で
あ

る
『
学
力
の
向
上
』
を
基
軸
と
し
て
、

子
ど
も
達
一
人
一
人
に
確
か
な
学

力
を
身
に
付
け
る
取
り
組
み
を
推

進
し
ま
す
。

本
町
で
は
教
育
理
念
を
『
幼
児

児
童
生
徒
一
人
一
人
の
「
確
か
な

学
力
」
を
向
上
さ
せ
、「
生
き
る
力
」

を
育
む
』
～
島
に
誇
り
を
持
ち
、
心

に
夢
を
持
て
る
幼
児
児
童
生
徒
の

育
成
～
を
掲
げ
、
教
育
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

教
師
が
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で

き
た
結
果
、
本
町
の
児
童
生
徒
の

学
力
は
着
実
に
伸
び
て
き
て
お
り
、

こ
こ
数
年
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
結
果
に
お
い
て
は
、
小
学
校
、

中
学
校
と
も
に
教
科
総
合
で
ほ
ぼ

全
国
並
の
結
果
を
出
し
て
い
ま
す
。 

今
後
も
、
こ
の
結
果
を
維
持
し
、

さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
引
き

続
き
授
業
改
善
に
取
り
組
ん
で
い

く
と
と
も
に
、
将
来
に
夢
を
持
ち

主
体
的
に
学
べ
る
児
童
生
徒
を
育

成
で
き
る
よ
う
各
学
校
の
特
色
を

生
か
し
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
継
続
し
て
、
基
礎
学
力
向

上
学
習
支
援
員
を
各
学
校
に
配
置

し
、
学
習
へ
の
意
欲
を
高
め
、
基
礎

学
力
の
定
着
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
特
に
中
学
校
で
は
学
習
習
慣

の
定
着
と
学
習
へ
の
興
味
関
心
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
放
課
後

自
主
学
習
の
場
「
ま
な
び
や
」
を

開
設
し
、
生
徒
の
意
識
改
善
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
や

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

積
極
的
か
つ
効
果
的
に
活
用
す
る

こ
と
等
で
学
習
意
欲
及
び
学
力
の

向
上
を
図
り
ま
す
。
併
せ
て
「
Ｇ

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
を
計
画

的
に
実
施
し
、
引
き
続
き
学
力
向

上
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
用
環
境
の

整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

教
育
活
動
の
中
で
は
、
人
、
自
然
、

伝
統
文
化
等
、
地
域
の
豊
か
な
教
育

資
源
を
活
用
す
る
こ
と
や
、
学
校
・

家
庭
地
域
・
産
業
界
が
連
携
し
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

に
よ
り
、
久
米
島
の
良
さ
を
知
り
、

ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着
を
持
て

る
子
ど
も
達
の
育
成
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

耐
震
診
断
結
果
を
踏
ま
え
た
耐
震

補
強
計
画
及
び
令
和
２
年
度
に
策

定
し
た
学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
を
基
に
、
安
全
な
教
育
環
境
の

充
実
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

つ
い
て
は
、『
久
米
島
町
教
職
員
の

働
き
方
改
革
推
進
計
画
』
を
基
に
、

夏
休
み
期
間
中
の
学
校
閉
庁
日
や

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ウ
ィ
ー
ク
の
設
定

及
び
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
で
勤
務
環
境
を

整
え
教
職
員
の
業
務
負
担
の
軽
減

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

幼
稚
園
に
お
い
て
は
、
仲
里
、

教
育
・
文
化
の
充
実
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